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はじめに
　本論の目的はハワイの中において、「オキナワン」というアイデンティティの境界線がどのようにして存在
するのかを探っていくことにある。2014年 11月、成城大学にてウェスリー・ウエウンテンによる「Critically 
Examining ‘World Uchinanchu’ Discourse「世界のウチナーンチュ」言説の批判的検証」という講演があった。
彼は、1980年代頃からオキナワンの間で “I am Uchinanchu”というアイデンティティが現れ始めたとする中で、
「オキナワン」または「ウチナンチュ」であることへの向き合い方は人それぞれであったと、自身の体験も交
えて述べた。例えばウエウンテンが沖縄県に留学していた頃、アルゼンチンからの留学生がいたそうである。
そのアルゼンチンからの留学生はオキナワンであったが、オキナワンであることを自ら公にすることはなかっ
たと言う。ウエウンテン自身も、日本本土で暮らしていた頃、はじめはオキナワンであることを隠していた
が、有名な日本の歌手グループによって、沖縄をテーマとする音楽が日本本土でヒットすると、オキナワンで
あることを隠すこともなくなっていったと振り返った。またこれまでの移民研究についても話が及び、欠如し
ている点を幾つか挙げた。
　沖縄系の移民研究では、取り上げられていない部分が多い。例えば、階級と性別の差の分析、女性を中心と
した研究、第二次世界大戦後の移民などである。特に第二次世界大戦後の移民研究では戦争花嫁と GI花嫁に
関する研究や、沖縄がアメリカの統治下に置かれていた頃に南アメリカへ移住したオキナワンについての研究
が不足していると指摘した。またこの頃、逆に南アメリカで暮らしていたオキナワンが日本へ出稼ぎに行く事
例もあったが、この分野も欠如している。さらに米軍基地についても研究が不十分であると付け加えた。以上
のように沖縄・オキナワン研究では未だ研究されていない点が多くあるが、これらひとつひとつから「オキナ
ワン」というアイデンティティの境界線に対する捉え方に違いがあると仮定することができる。
　ウエウンテンは講演の中で、海外のオキナワン 2世、3世、4世がなぜオキナワンという強い意識・アイデ
ンティティをもっているのか、さらに、ウチナンチュの境界線が今後どうなっていくのかという疑問を投げか
けた。そこで、ここではハワイのオキナワン（ウチナンチュ）に焦点を当てることにより、ハワイの中での境
界線がどのようになっているのかを、プランテーション、芸能、そして “Uchinanchu at heart”の捉え方の違い、
この 3つの点から探っていく。
　第一のプランテーションから見えてくる境界線は明確である。なぜならプランテーション内部は、秩序を保
つためにピラミッド構造になっていたからである。人種・民俗によって、居住スペースから労働の内容に至る
まで厳しく分けられていた。日本人とオキナワンの結婚も稀で、両者の線引きははっきりしていた。どこまで
はっきりしていたのか、そしてその様相が変化する様子を「１．プランテーションからみる境界線」で述べた
い。
　第二に沖縄の芸能を取り上げる。沖縄と言えば三線や歌、エイサーを連想するであろう。これらは沖縄でも
ハワイでも人気の芸能である。特にエイサーは広く親しまれている。エイサーは盆の行事である。そもそも沖
縄に仏教は力をもっていなかったのにも関わらず盆の行事があり、また伝統芸能ではないエイサーが広く親し
まれている。ではエイサーとはオキナワンにとってはどのような存在なのか。ハワイにおける沖縄の芸能は、
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オキナワン・アイデンティティとどのように関係しているのか。沖縄の芸能は、オキナワン・アイデンティテ
ィを継承し続けるためのある種の「仕掛け」なのかもしれない。
　第三に “Uchinanchu at heart”の捉え方の違いについて考えていきたい。ここで再度、ウエウンテンが講演の
中で用いた例を取り上げたい。彼は糸数慶子の言葉である「心で、心から闘う」と、「てぃんさぬぐ花」とい
うタイトルの歌にある一節である「心静かに闘う」から「心」という言葉が共通していると指摘した。「心」
という共通項の根源には何があるのか。なぜ 2世、3世、4世は強いアイデンティティを持っているのかと先
述した。その源であるのは「心」であろう。しかし「心」は環境によって変容するものなのではないだろう
か。例えばプランテーション時代と現代社会において感じる “Uchinanchu at heart”は全く異なるものであろう。
　ハワイにおいて用いられるオキナワン・アイデンティティの範囲は年々拡大しているように思われる。仮に
Aという人物がいたとする。A氏は自分がオキナワンであると主張する。この A氏に両親について聞いたな
らば、父親がフィリピーノで母親がオキナワンであるという答えが返ってくる。両親が共にオキナワンであれ
ば、A氏は紛れもなくオキナワンである。しかし例え“半分”でも“3分の 1”でもオキナワンであったの
であれば、自分はオキナワンであるという答えがハワイでは返ってくるのである。なぜここまでハワイではオ
キナワン・アイデンティティが根強いのか。その根強さの裏には「仕掛け人」がいるように思える。このオキ
ナワン・アイデンティティを継承するべきだと考える何者かによって意図的に仕掛けられており、その影響に
よってオキナワン・アイデンティティが表面に強く表れているのかもしれない。ハワイで毎年催されるオキナ
ワン・フェスティバルが、その根強さの象徴のひとつである。
　オキナワン・フェスティバルは毎年ワイキキ（Waikiki）にあるカピオラニ・パーク（Kapiolani Park）で大々
的に催される。オキナワン・クラブ毎にテントが与えられ、アンダギー、アンダドッグ、チャンプループレー
ト、チキンプレート、オキドッグ、オキナワソバ、豚足スープ、焼き鳥、チリ＆ライス、タコライス、焼きそ
ば、かき氷などの屋台ができる。執筆者の親戚は与那原クラブに属しており、彼らはボランティアの為の休憩
場兼昼食サービスを担当している。具志川クラブの手伝いをした経験があるが、彼らはオキナワソバ担当であ
った。ステージでは地元の琉球舞踊クラブや三線、太鼓クラブが会場を盛り上げる。沖縄県からも太鼓クラブ
や歌手を招き、沖縄県との親交も深めていく。フェスティバルの最終日は 6月頃からハワイで始まる盆踊りシ
ーズンの最終地として、櫓を囲んで盆踊り（ハワイでは Bon danceと言われている）が踊られる。日本の各地
の盆踊りの曲が使用され、プランテーションの苦悩をうたった曲も使われる。様々な調子の音楽に合わせて、
浴衣を着た老若男女が踊り出す。プログラムの中盤に差し掛かると、琉球太鼓が迫力のある演奏を魅せ、その
後は全員で音楽や太鼓のリズムに合わせて踊る。その光景はまさに、ハワイ独特のものであろう。オキナワ
ン・フェスティバルはその名のとおりハワイのオキナワンの為のイベントである。しかし蓋を開けてみればそ
こには、ハワイの沖縄があり、日本の沖縄があり、日本があり、アメリカがある。このような現象が起きた背
景にはプランテーション時代がある。
　農業が主体だったハワイは、出稼ぎ労働者を多く受け入れていた。砂糖きびがその主だった農業で、プラン
テーションの労働従事者は、白人（アメリカ本土から）、ポルトガル人、中国人、日本人、韓国人、フィリピ
ン人、そしてオキナワンなどであった。彼らの居住場所は人種民族別に厳格に分けられ、白人を筆頭に人々を
監督しやすい環境をつくっていた。しかし子ども達にまでその影響が及んだわけではなかった。白水繁彦は自
身の著書の中で次のように述べている。
　子どもたちは、居住区では家族や近隣の同胞といった第一次集団の濃密なエスニック文化のなかで過
ごしたが、学校という第二次集団のなかでは様々な民族の子どもたちと出会い、関係を取り結んだ。そ
の後は職場という第二次集団でも他の民族の人々と過ごすことになる。
　こうした第二次集団における多民族共存の状況を見て、アメリカ本土から来たインテリの（おそらく
リベラル派でもある）白人たちはハワイを「人種融合の地」であると評し（中略）ハワイは多少の民族
的葛藤はあったものの、相対的に調和をもって暮らしてきた地域であるという（2011：5）。
　この「相対的に調和をもって暮らしてきた地域」を「調和的共存説」と白水は説き、「当時の日本の知識人
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もアメリカ白人のインテリの見解を踏襲し（中略）日米のインテリ間で「ハワイは人種融合の地」という言説
が共通見解」となったという。現在のハワイはまさにこの時つくり上げられた環境そのものであろう。様々な
人種・民族が「調和をもって暮らして」いる。
　さらにハワイでは「ロコ（local）」という言葉が多く用いられる。ハワイで生まれ育った者に対して使われ
るが、元を辿ればやはりそこにはプランテーションがある。ロコと認識されるためには、プランテーションの
「体験を共通の基盤としてもって」いることが重要なのである。なぜならプランテーションの中で生まれた文
化を「プランテーション文化」といい、この「文化の核心の第 1は「仲
ピ ア
間集
グループ
団」の存在（中略）第 2は食（フ
ード）と言語（ピジン英語）」だからである（白水、2011：8-10）。こうして移民 1世と 2世にとってプランテ
ーションやプランテーション文化は、彼らの共通項となったのである。
　以上のように今日のハワイに繋がる要素は、プランテーションで様々な文化がミックスされたことによって
創造されたものであることが分かる。オキナワン・フェスティバルがその一端であると言える。オキナワン・
フェスティバルは 1982年に始まり、3世が立ち上げの中心的存在であった。つまり、プランテーションでの
生活を経験したことが少ない者たちの世代、ということである。ではプランテーションという共通の基盤がな
い世代を突き動かしたものは何であったのか。それは「オキナワン・プライド」や「ウチナーンチュ・スピリ
ット」というような精神である（新垣 1998、30-36）。また「エスニック文化主義 ethnic culturalism」すなわち
「エスニック集団の 成員は自らのエスニシティを自覚し、確固たるエスニック・アイデンティティの形成に邁
進すべきであるという考え方」である（白水、2008：6）。ハワイのオキナワンは「自らのエスニシティを自
覚」している。そしてオキナワン・フェスティバルをとおして「エスニック・アイデンティティの形成に邁
進」していると言える。ここでエスニック・アイデンティティの概念を引用しておきたい。
エスニック・アイデンティティというのは集団的アイデンティティ、つまり collective identity　または 
group identity　の一種である。集団的アイデンティティ自体が多義的な概念であるためにエスニック・
アイデンティティもいくつかの意味を有する。（１）まず、当該のエスニック・コミュニティに所属し
ているという強い感情、エスニック・コミュニティとの一体感として把握される場合がある。これをひ
とまず「エスニック・コミュニティへの帰属意識」と呼んでおこう。（２）また、当該のエスニック・
コミュニティに愛着を感じ、それが昂じてエスニック集団を誇りに思う、そしてその集団の一員として
の自分にプライドをもつという感情として把握されることもある。「エスニック・コミュニティへの愛
着・誇り」と呼んでおこう。エスニック・アイデンティティとは、この（１）と（２）の両方の意味を
有し、状況や文脈に応じて使い分けられるのが一般的である（白水、2008：6-7）。
　「帰属意識」「愛着・誇り」という捉え方は、「オキナワン」というアイデンティティ（意識）の境界線を探
る上で重要な点である。ではそもそも境界線はあるのか。
　長い間、オキナワンの文化は日系アメリカ人の文化の影に隠れていた。その間にも沖縄の文化は、他の文化
と影響し合い新しいハワイのオキナワ文化へとなっていった。そのひとつがエイサーであろう。現在も幅広い
年齢層の間でエイサーはハワイの人びとによって親しまれている。また大小様々な太鼓の音がイベントなどで
響きわたるが、演出はエンターテインメントに近い。年々その迫力や衣裳へのこだわりが増しているようにも
思われる。さらに、オキナワン・フェスティバル同様、エイサーや琉球舞踊などに興味を持つ人びとの人種・
民族も多様化している。白人もいれば、沖縄・日本以外のアジア系民族も沖縄の芸能を習っている。このよう
な変化の背景にはどのような要素があるのか。ハワイの伝統であるフラの変容に関する研究を続ける城田愛の
見解をもとに、オキナワンの伝統芸能の分析をする。
　また「オキナワン」という意識を説明しようとすると度々 “Uchinanchu at heart”という表現が使われる。オ
キナワン 1世や 2世は先述したように、プランテーションという共通の基盤から成る “Uchinanchu at heart”で
あろう。では現在のオキナワン、つまり、プランテーション時代を知らない世代にとってウチナンチュである
ことはどういうことなのか。彼らにとっての “Uchinanchu at heart” の基盤はどこにあるのか。二つの世代にま
たがる “Uchinanchu at heart”の捉え方の違いを分析する。
Hosei University Repository
14 
　沖縄県を出自とするハワイの人びとをオキナワンと呼ぶが、今日「混血」が進む中で境界線が曖昧となって
きている。まず初めに「オキナワン」または「ウチナンチュ」というアイデンティティの基盤となったプラン
テーションについて見ていく。
1　プランテーションからみる境界線
　プランテーション内部では、「ジャパニーズ」と「オキナワン」の間で明確な境界線が存在する。プランテ
ーションは一種のコミュニティ（共同体）である。ハワイのプランテーションの代表的な例はさとうきびであ
るが、ひとつのプランテーションの中で様々な人種・民族が生活をしていた。日本からの移住者もプランテー
ション・コミュニティの一員であった。
プランテーションでは、職種・賃金・居住施設・居住空間などは人種や性別、来布時期などに応じて不
均衡に配分され、グループ間の序列関係を厳格にすることでマイノリティ間の連帯を防ぐ分割統治シス
テムが実施された。（中略）アジア系移民たちに対しては、下級労働者層の中にさらに設けられた序列
に従ってグループごとに居住施設の材質や設備、立地条件などの面で差異化がはかられた。当然、日本
人も「ジャパニーズ」としてハワイ社会の下層に配置され、過酷な労働・生活環境と露骨な人種差別に
苦悩する日々が続いていた（岡野、2010）。
　ひとつ日本からの移住者に関して他の人種と異なる点は、「日本人」が日本本土からの移住者と、沖縄から
の移住者とに区別された、つまり民族的区別がなされたことである。
「日本国民」として入国した沖縄移民たちは、必然的にハワイ社会において「ジャパニーズというカテ
ゴリーに分類された。ところが、日系社会では全く事情が異なっていた。沖縄県から来た移民たちは直
ちに異質な存在として認識されるようになる。この沖縄移民たちに対する認識は「新参者」に対して通
常示される疎外感や（中略）国内地域差に基づく通常の違和感とは明らかに異なる性質のものだった。
沖縄出身者は、自分たちとは全く異質な文化・慣習・価値観・歴史あるいは身体的特徴をもった集団と
して「民族的」に区別されたのだ（岡野、2010）。
　民族的区別がなされたことで、沖縄からの移住者たちの間で必然的にオキナワン・アイデンティティが形成
された。さらに「プランテーション文化」の「核心の第 1は「仲
ピ ア
間集
グループ
団」の存在」であった（白水、2011）。
つまり、プランテーションからみる境界線は、日本本土の「ジャパニーズ」と沖縄からの移住者の「オキナワ
ン」との間ではっきりと線引きされていることが分かる。
　1世たちの間で「ジャパニーズ」と「オキナワン」が、例えば結婚というかたちで境界線を越えることはな
かったであろう。『Plantation Boy』という 1冊の著書がある。ハワイで実際に生まれ育った日系 2世の人生を
もとに綴られた四部作の小説の中の 1冊で、オキナワンの女性と付き合い、結婚することが当時、如何に稀な
ことであったかを記している。
Late in’40 I started dating Fujie Nakama. Most high school girls acted haolefied and didn’t date us “cane-top 
college” guys, but then most naichi guys didn’t go steady with Okinawan girls. The naichi parents from the main 
islands of Japan looked down on the Okinawans, Filipinos, haoles, and everybody else (Murayama :8).
　また「ジャパニーズ」と「オキナワン」の境界線はプランテーションの外でも存在していた。以下は
『Uchinanchu, a History of Okinawans in Hawaii』から抜粋した内容で、学生が実際に経験したことである。
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Okinawan student 1:
During my younger years when I was in grammar school, the Naichi children used to poke fun at the Okinawan 
children. Whenever there was any disagreement between the Naichi and the Okinawan children, the Naichi 
children usually came up with this jeering phrase, “Okinawa ken ken, buta kau kau (Okinawans eat pigs).” The 
“kau kau” is adopted from the Hawaiian meaning “eat”. Obviously the phrase had a “degrading” meaning I did not 
catch. Nevertheless, we felt “ashamed” when the phrase was hurled at us (p.130).
Naichi student 1:
A friend of mine fumed with anger one evening when he read in the paper about an Okinawan family changing 
their last name to a Naichi name that corresponded with his. I also know of a person whose last name is ________ 
and he is quite furious since there are Okinawans who have the same surname (p.132).
　ハジチ（沖縄の女性が手に施す刺青）や養豚業、レストラン関係の職種も境界線を生み出す要因となってい
た。先述したように「沖縄出身者は、自分たちとは全く異質な文化・慣習・価値観・歴史あるいは身体的特徴
をもった集団」（岡野、2010）であるという根強い考え方が、プランテーション内外で存在し続けたことが、
学生たちによる経験談からも伺える。しかし、「ジャパニーズ」と「オキナワン」の明確な境界線も次第に曖
昧となっていく。「混血」が進むからである。
　プランテーションは「オキナワン」というアイデンティティを生み出す役割を果たした。そして人種・民俗
間の差が、プランテーションというコミュニティの中で「ジャパニーズ」と「オキナワン」というかたちで境
界線となって現れた。プランテーションが共通の基盤となって境界線が明確に示されたが、しかしこの共通の
基盤であるプランテーションもやがて衰退していく。そして並行するように、「ジャパニーズ」と「オキナワ
ン」との差もなくなっていく。結果「混血」が進み、境界線が曖昧となっていく。
　城田はハワイアンの「混血化」がオキナワンの「混血化」と似ていると言う。以下は、城田の「フラにみる
多文化社会ハワイのポリフォニー　聖地、観光地、主権回復運動で共振する祈りと踊り」（白水、2011）の中
で引用されている井上昭洋の見解を参考にしたものである。
　現代のハワイでは、「混血ハワイアン」をめぐる自己規定においては、個人主義的・排他的な「分数
的血統の論理」と、集団主義的な「ネイティブの系譜学」とが混在している（井上、2010）。井上は、
「何分の 1はハワイアン」といった「混血」についてのかたりは、「“one-drop rule”や『血統量定（blood 
quantum）』といった植民地主義的言説や現在の『人種』言説と密接に関わり合って」おり、「自分の中
に何種類の人種の血が流れているのかというように、数世代前の祖先が現在の個人に収斂する形でアイ
デンティティが捉えられる」と指摘している。そして、この「血統量定」の言説は、「祖先を現在の自
分に引きつけて自らを同定する分数的血統の論理に支えられ、個人主義的、排他的にアイデンティティ
を形成する」と井上は論じている（白水、2011）。
　以上の見解に伴い、城田自身はオキナワンについて以下のように述べる。
　これまでわたしが主に調査してきた沖縄系の人びと（オキナワン、Okinawan）たちの場合、一世た
ちの沖縄の出身地（市町村、字レベルまで）と、一世や自分の親たちがハワイのどこの島のどの地域
（プランテーション）に暮らしてきたかを意識しながら、家系図（family tree）を熱心に作成するのがよ
くみうけられる（城田 2008；2010）。（白水、2011）。
　また、「ハワイの人びとの大勢は、無意識的・無批判的に「何分の 1は○○人で、ジェネオロジーは～」と、
両者（「分数的血統の論理」と「ネイティブの系譜学」）を重ねながら流用していると」指摘もしている（白
水、2011）。執筆者自身の経験からも多くの「オキナワン」が無意識に「何分の 1は～」という表現を用いて
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いたことを確認している。ではなぜ、「混血」が進んでいる今もなお、オキナワン・アイデンティティは根強
いのか。境界線はどこにあるのか。
　エスニック・アイデンティティとは、集団的アイデンティティの一種であり、それも「エスニック・コミュ
ニティへの帰属意識」と「エスニック・コミュニティへの愛着・誇り」の両方の意味を持ち合わせることは先
述したとおりである。オキナワンというアイデンティティの境界線の場合、城田・井上の言う「分数的血統の
論理」と「ネイティブの系譜学」と、白水の言う「エスニック・アイデンティティ」、これら 3つの要素が絡
み合っているのではないか。
Naichi student 2:
　Okinawan people smart in business, boy. They shinbo (pinch their pennies) and seiko suru (attain success). 
There was an Okinawan lady who lived next to us. She was rich. Instead of giving the slop to the pig man, she 
raised ducks and gave the slop to them. That stink up the whole neighborhood.
　A Naichi food caterer told me that she would not admit even one Okinawan into her group because once she did 
that, the Okinawan lady would learn fast and bring in other Okinawans, and drive her out of the job.
　When talking to a Naichi lady, I found out a few things about how Okinawans did things in the restaurant 
business. “The Okinawans have driven the Naichi out of the restaurant business because they have all the food 
from the Okinawan farmers.” A Naichi friend said, “Naichi people no more group feeling like Okinawans. Naichi 
only care for themselves.” Yeah, Okinawans smart boy  (Uchinanchu, p.135-136).
　文中の「Naichi people no more group feeling like Okinawans」が示しているように、たとえ境界線が曖昧とな
っても、オキナワン・アイデンティティの根底には「group feeling」、つまり「プランテーション文化」からう
まれた「仲
ピ ア
間集
グループ
団」としての意識が存在し、「帰属意識、愛着・誇り」のエスニック・コミュニティとしての
意識が働くことにより、ハワイ・オキナワン独自の、一見すると曖昧にもとれるが実ははっきりとした境界線
が存在していると結論する。
　次に、ハワイにおける沖縄の芸能をみていく。ハワイでは三線や琉球舞踊、琉球太鼓、エイサーなど、様々
な芸能活動が盛んである。そしてこれらを披露するひとつの舞台として、オキナワン・フェスティバルがあ
る。次項では芸能の観点から、オキナワンの境界線の在り様を考察していく。
2　変わりゆく芸能の境界線
　ハワイでは近年、若い世代が三線や琉球舞踊に関心を示している。「プランテーション文化」を基盤とする
世代は、「混血」が進んでも「仲
ピ ア
間集
グループ
団」としての意識と、「帰属意識、愛着・誇り」のエスニック・コミュニ
ティとしての意識によって、明確な境界線があったと先述した。しかし現在、オキナワンの文化、芸能に興味
を抱いている若い世代は「混血」が進み、沖縄やハワイのオキナワンについて全く知らない者たちが、何を共
通の基盤として、どのような意識のもと、オキナワンの文化、芸能に惹かれるのか。また、とりわけエイサー
や琉球太鼓に関しては、アジア系以外の人種が加わっていることが多い。オキナワンの芸能の境界線は曖昧な
のか、それともプランテーション時代同様、明確な境界線が存在するのか。これらについてオキナワン・フェ
スティバルとエイサーを事例に考察する。
　Hawaii United Okinawa Association（旧：United Okinawan Association of Hawaii）は 1951年に確立し、ハワイ
のオキナワンの為の組織となった。この組織の目的のひとつに「オキナワンの文化を振興、保存、継承する」1
とあるように、様々なかたちで取り組んできた。その代表例がオキナワン・フェスティバルである。このオキ
ナワン・フェスティバルについては後述するが、オキナワンは、Hawaii United Okinawa Association（以下：
1　 To Our Issei: Our Heartfelt Gratitude : Okage Sama De 2000 : Bridging a Century of Uchinanchu Aloha. Honolulu, Hawaii: Okinawan 
Centennial Celebration Issei Commemorative Booklet Commission, 2000, 75-76.
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HUOA）以外でも文化、芸能を継承してきた。例えば、市町村、さらには字ごとに分かれてつくられた町人会
や村人会の存在である。
The basic units of the Okinawan community are the locality clubs bearing the names of the native localities of 
Okinawa from which the immigrants came. They represent Son or village, Cho or town, Shi or city, and Aza, 
which is the smallest administrative area unit within a Son, Cho, or Shi. There are 45 of these locality clubs on the 
island of Oahu. Data presented below are based upon a survey conducted during 1963 and 1964, in which 43 of 
the 45 participated. Two of the 43 were Azajin-kai, 19 were Sonjin-kai, 3 were Chojin-kai, 4 were Shijin-kai, 13 
were Doshi-kai, and two were simply identiﬁed by the term club, to suit the Nisei members (Uchinanchu, p.285).
　現在は 49のクラブが HUOAに所属している 2。各クラブでは、料理を持ち寄り、音楽やゲームを楽しむピ
クニックと呼ぶイベントを定期的に開催する。これは沖縄の文化や芸能を継承するだけでなく、各市町村字の
アイデンティティを守ることでもあったであろう。料理は伝統的な沖縄料理から、ハワイ独特のミックスプレ
ート、音楽は三線の音色が響いた。現在は生の三線演奏から録音された沖縄の音楽に変わるなど、変化してい
る部分はあるものの、若い世代へと継承されていることに変わりはない。
　その他に言語という文化においては、沖英辞典が出版されたり 3、沖縄の伝統料理やハワイに伝わった沖縄
にルーツを持つ料理のレシピが掲載された著書 4が出版されたりなど、様々な試みによって継承を促している。
そしてそこには必ず「仕掛け人」がいる。この「仕掛け人」によって、それまで全く関心のなかったことに興
味を示すようになるのではないか。そしてオキナワン・フェスティバルがある種の「仕掛け」である。
　毎年５万人以上が訪れるオキナワン・フェスティバルの原型となったのは、Hui O Laulima（オキナワンの
女性たちによって創められた団体）であった。Hui O Laulimaの活動の目的は沖縄の文化を展示と実演を通し
て多くの人びとに広めることであり、その最初の活動は 1971年のアラモアナホテルであった。その時のスポ
ンサーが現 HUOAだった。彼女たちの活動範囲は次第に広くなり、HUOAとの共同の取り組みは 1982年ま
で続いた。同年の 1982年に第 1回オキナワン・フェスティバルが開催され、年々その規模は拡大し、現在に
至る 5。沖縄とハワイのオキナワン文化を継承していくことの重要性を早くから気付いたオキナワンの女性た
ちによって意図的に仕掛けられたのである。
　近年のオキナワン・フェスティバルは「沖縄とハワイの要素がフュージョンされたパフォーマンスが多くみ
うけられるようになってきている」と言う（城田、2010：98）。城田の定義する「フュージョン」とは「こと
なる複数の文化的エレメントが、それぞれの境界線やオリジナルとされる部分をある程度たもちつつ、混成・
混合している状況」であり、またこの状況を「ハワイアン・フュージョン」と呼ぶ（城田、2010：102）。さら
にハワイではオキナワンを Okinawan、ウチナンチュを Uchinanchuと表記するが「移民をうけいれて五世まで
が誕生する現代のハワイで認知されるようなったアルファベットの Uchinanchuは、ウチナーグチのもともと
の意味にくわえ、「（ハワイの）オキナワンの子孫」や「（ハワイにいる）オキナワンを先祖にもつ人」という
ように、移民先であらたに誕生した人びとをふくむものになってきている」（城田、2010：103-102）とアルフ
ァベット表記にみられるオキナワンの境界線に関しても見解が及び、今後ますますオキナワンの境界が拡大し
ていく可能性を見出している。
　オキナワン・フェスティバルではエイサーが披露されるが、エイサーもまた「オキナワン」の境界線を探る
ことができる要素のひとつである。エイサーは旧盆の行事におこなわれるが、「沖縄の古典音楽や琉球舞踊に
みられるような、演じ手たちが限られるクローズドな古典芸能にくらべると、よりオープンな性質をもってい
2　 所属クラブの詳細は HUOAホームページを参照。http://www.huoa.org/nuuzi/about/memberclubs.html
3　 Sakihara, Mitsugu, and Stewart Curry. Okinawan-English Wordbook: A Short Lexicon of the Okinawan Language with English 
Deﬁnitions and Japanese Cognates. Honolulu: U of Hawai‘i, 2006. Print.
4　 Chimugukuru: The Soul the Spirit the Heart. Honolulu: Hui O Laulima, 2008, 92-225.
5　 HUOAホームページ上に記載されているオキナワン・フェスティバルの歴史の概要をもとに要約。http://www.
okinawanfestival.com/2013/activities/aboutcontact/history.htm
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る。（中略）ハワイでのエイサーとフラとのコラボレーションのように、沖縄や日本、他の移住先によって混
成化がおこっている」という（城田、2010：101）。かつてオキナワンに対する差別や偏見があった時代、「エ
イサーに「盆踊り」としての日本的要素（揃いの浴衣の着用やエンジンでおどるなど）、さらにギターやヴァ
イオリンなどの西洋楽器をとりいれることによって、日系社会の大舞台にて、ネガティヴな沖縄のイメージを
ポジティブなものに転換させた」ように、エイサーに現代の若い世代に通ずる要素を取り入れることにより、
オキナワンであることが楽しい、誇らしいというイメージをつくり（仕掛け）、結果的にハワイの芸能の継承
に一役かっているということである。
　ハワイのオキナワンの伝統芸能は、様々な要素を取り入れることにより多様化している。その境界線はプラ
ンテーション時代の明確な線引きではないが、沖縄以外のエスニック文化、芸能と対立するのではなく、ゆる
やかに「フュージョン」されているように感じられる。
3“Uchinanchu at heart” の捉え方の違い
　ウェスリー・ウエウンテンは講演の中で、糸数慶子の言葉と「てぃんさぬぐ花」の一節に共通して「心」と
いう言葉が使われていると指摘した。ハワイのオキナワンは “Uchinanchu at heart”という表現を使っている。2
世、3世、4世は強いオキナワン・アイデンティティを持っており、その強い意識は、共通の「心」が根本に
あるのだろう。しかし「１、プランテーションからみる境界線」と「2．変わりゆく芸能の境界線」でみてき
たように、アイデンティティの発生の要因が異なる。つまり “Uchinanchu at heart”という思想も、プランテー
ション時代と現在は捉え方に違いがあると考える。
　まずプランテーション時代の “Uchinanchu at heart”は、オキナワンに対する差別、偏見から自らを守る為の
「仲
ピ ア
間集
グループ
団」の意識からくるものである。オキナワンも生活に余裕がでてくると、プランテーションを離れて
いった。プランテーションに代わってオキナワンの「共通項」となったのが、町人会などのクラブであり、そ
こを利用することにより「仲間集団」の意識を強めていった。また、エスニック・アイデンティティにはふた
つの意味があると先述したが、この場合は、「（1）エスニック・コミュニティへの帰属意識」がより強く出て
いる。養豚業などの職種も「仲間集団」の意識をもっており、エスニック・アイデンティティの帰属意識が強
く表れている。これらプランテーション、クラブ、養豚業までが、オキナワン 2世、3世の時代であり、
“Uchinanchu at heart”の根底には「経験」が共通している。言い換えれば、「実体験」が “Uchinanchu at heart”
を支えている。
　一方、芸能を通して生まれる「仲間集団」の意識もある。これはエスニック・アイデンティティの「（2）エ
スニック・コミュニティへの愛着・誇り」がより強く表れており、3世、4世、中には 5世といった現代の
“Uchinanchu at heart”の意識に近い。4世や 5世のように、オキナワンの歴史や沖縄について知らない世代に帰
属意識があるとは言い切れない。むしろオキナワン・フェスティバルのように「楽しさ」を通してオキナワン
の文化や沖縄に興味を持ち始め、そこから「愛着」や「誇り」が生まれてくるのではないか。オキナワンの歴
史と文化の継承を強く信じる者たち（オキナワン・フェスティバルの場合は HUOA）によって仕掛けられた
“Uchinanchu at heart”である。
　また、3世、4世は「混血」の世代でもある。さらに、沖縄にルーツをもたない者たちも沖縄やオキナワン
に関心を寄せるようになってきている。この二つの要素を利用して、以下のような仕掛けがある。
　増加するインターマリッジによって沖縄以外にもルーツをもつオキナワンたちがふえ、家族・親族の
エスニック構成が多様化してきている。いっぽう、二世たちの高齢化、減少がすすんでいる。「血」や
ルーツだけでは、コミュニティを支えていく人員をじゅうぶんに確保しにくい状況となってきている。
そこで、オキナワンの「ハート」をもつ非沖縄系の配偶者なども積極的にとりこんでいこうとする戦略
が、近年、目立ってきている（城田、2010：105）。
　ここでも「ハート」という表現がでてきているが、「オキナワンの「ハート」をもつ非沖縄系の配偶者」の
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ように、新しい “Uchinanchu at heart”が登場している。ならば、オキナワンの「心」を感じる要因はどこにあ
るのだろうか。
　第 4回「世界のウチナーンチュ」大会の参加者を対象に行ったアンケート調査結果 6の中で、興味深い点が
ある。
　第一に、この時の参加国の中で、アメリカ合衆国からの参加者が 63.8％と他国と比べ群を抜いて高いこと
と、ハワイからの参加者の割合が約 56％を占めていることを挙げておく。この点に関して野入は「県人会に
属していない人々には、大会の情報が届きにくいことや、参加の動機づけも得にくい（中略）結果としてウチ
ナーンチュ大会参加者には県人会員が多くなっていることが推測される」と説明する。ハワイからの参加者が
多いことと県人会員が多いという点については、HUOAを中心として各クラブの活動や、沖縄の伝統をハワ
イや日本の要素と「フュージョン」させながら継承し続けるハワイの取り組みを見ても、納得のいく結果であ
る。さらにハワイにおいては沖縄とオキナワンのアイデンティティが次世代に受け継がれている印象を受け
る。
　第二に、日本語能力に関する調査結果である。全体的に約 40％が「全くできない。もしくは、あいさつ程
度」と回答し、ハワイと他州とを比較した結果からは「日常会話のレベルまで含めて日本語を話せる人は、ハ
ワイ州では 31％だが、その他の合衆国と全体では 44～ 45％」であり、「ハワイの沖縄県系人の凝集力は、日
本語以外のものによって支えられている」という（野入、2008：100、105）。ここでひとつ考えられることは
“Uchinanchu at heart”という意識である。
　沖縄で 5年に 1回開催される「世界のウチナーンチュ大会」には「ウチナーンチュであるということへの深
い誇りと共属意識」があり、「大会を通してアイデンティティを確認し、絆を確かめ合」う場となっている
（野入、2008：110）。ハワイのオキナワン・フェスティバルでも同様のことがおこっていると推測する。フェ
スティバルに参加することにより、2世や 3世はオキナワン・アイデンティティを再確認し、4世や 5世はオ
キナワン・アイデンティティを意識し始め、やがて愛着や誇りのような “Uchinanchu at heart”に変化していく
のではないだろうか。
　オキナワン・アイデンティティには「仲
ピ ア
間集
グループ
団」「帰属」「愛着」「誇り」と様々な意識が含まれていた。そ
して “Uchinanchu at heart”という表現の捉え方は、オキナワンとしての実体験の有無によって大きく異なるこ
とが分かった。
おわりに
　本論では、「オキナワン」というアイデンティティの境界線がどのように存在するのかを、プランテーショ
ンと芸能のふたつの視点から探っていった。その結果、“Uchinanchu at heart”の捉え方が異なることが明確と
なるとともに、アイデンティティの境界線が世代によっても異なることが分かった。つまり、プランテーショ
ンを媒介とした “Uchinanchu at heart”と、芸能を媒介とした “Uchinanchu at heart”は、アイデンティティ形成に
違いがある、ということである。
　プランテーションを経験している世代は主に 1世と 2世（中には 3世もいるが、本論では 1世と 2世を中心
とした）であるが、彼らはプランテーションという名の一種のコミュニティで共に暮らした。プランテーショ
ン内部は、人種・民族で厳しく分かれていたため、そのような状況の中で沖縄県を出自とする人びとが「オキ
ナワン・アイデンティティ」を形成することは必然のこととも言える。プランテーションというひとつの場を
共有することにより「プランテーション文化」の中で「仲
ピ ア
間集
グループ
団」という意識が生まれた。特に 2世の間で
は、この「仲間意識」が強く影響したに違いない。
　生活に余裕が出てくれば、オキナワンもプランテーションを離れていった。そして行き着いた先でまた新し
いコミュニティが構築される。しかしこの場合は、必ずしもオキナワンだけの集合体ではない。この頃になる
6　 野入直美　2008「世界のウチナーンチュ大会」と沖縄県系人ネットワーク（2）─参加者の＜声＞に見るアイデンティテ
ィと紐帯の今後─」移民研究（4）、97－ 115、琉球大学移民研究センター
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と「混血」も進む。混血が進むことにより「エスニック・アイデンティティ（集団的アイデンティティ）」と
いう意識が強まる。さらに、エスニック・アイデンティティにはふたつの意味があった。ひとつが「帰属意
識」であり、もうひとつが「愛着・誇り」という意味である。
　オキナワン 3世は、「プランテーション文化」よりも、1世、2世を通して知る「オキナワン文化」の影響を
受けている。例えばオキナワンを象徴する職業は養豚業である。オアフ島でインタビューをした際、家族で養
豚業を営んでいたオキナワン 3世に話を聞く機会があったが、その頃もまだ多くのオキナワンが養豚に携わっ
ていたと言っていた。また、町や村ごとに結成された町人会や村人会主催のイベント（ハワイでは「ピクニッ
ク」と呼ぶ）に、1世、2世、3世が集まり、沖縄の音楽や料理、子どもたちはゲームを楽しむ場があった。
この場を通して 3世はオキナワン・アイデンティティを形成させた。養豚業や町人会を通して得たアイデンテ
ィティもまたエスニック・アイデンティティであり、「帰属意識」がより強く表れている。一方、4世や 5世
はプランテーションを媒介としない、全く別の「仲間意識」「帰属意識」「愛着・誇り」を意味する “Uchinanchu 
at heart”を持っている。
　4世や 5世はプランテーションはおろか、ピクニックに行った経験もほとんどない。ピクニックは現在も存
続している町人会などによって開催されてはいるものの、1世や 2世が覚えているピクニックと同じではない。
現代風にアレンジされている。オキナワンの歴史を知っているわけでもない。この世代に共通するのはオキナ
ワン・フェスティバルである。ここには沖縄の伝統とハワイや日本の要素を「フュージョン」させた、ハワイ
独特のオキナワが存在する。そして、そこにはオキナワンの文化・芸能を次世代に継承している姿がある。
　ハワイのオキナワンの芸能には、琉球太鼓、琉球舞踊、唄三線、エイサーなどが挙げられる。本論文ではエ
イサーを取り上げたわけだが、琉球太鼓、琉球舞踊、唄三線、いずれを取り上げても、「アイデンティティ」
が再構成される要素がある。例えば、この 4つに共通するのは「音」である。沖縄には琉球音階があり、日本
の音階とは異なる。この琉球音階が日本やアメリカとは異なる独自性と、その共有として認識されている可能
性がある。また芸能は「いつでもできるもの」「いずれできるもの」「誰もができるもの」であり、すなわち、
多くの人が参加し継承できるものである。そのためアイデンティティも伝承しやすい。現在ハワイでエイサー
や唄三線などの芸能を習っているオキナワンには「仲
ピ ア
間集
グループ
団」という意識はあるだろう。しかしそれは「プラ
ンテーション」ではなく「芸能を通して伝承されたアイデンティティ」であり、その二つは全く別物である。
またエスニック・アイデンティティに関しては、その芸能に長く携わることで「愛着」が生まれ、オキナワン
としての「誇り」へと転じていくのではないだろうか。
　以上の点を踏まえて、「アイデンティティ」が再構成される要素に「共通の場」がある、という仮説をたて
ることができる。共通の場を持つことで「仲
ピ ア
間集
グループ
団」意識、「帰属意識」「愛着・誇り」という意識が生まれる
のではないだろうか。またオキナワン・アイデンティティの境界線は「混血」が進む中、年々拡大しているの
は事実である。城田が指摘するように、コミュニティを今後も存続させていくためには人員確保が必要で、そ
のためにはオキナワンではないが「オキナワンの「ハート」をもつ」人を取り込んでいかなければならない。
「個」でオキナワン・アイデンティティを再構成させ、継承することは困難かもしれない。しかし、ハワイで
オキナワン・アイデンティティの境界線が広がりをみせつつも失われないのは、「団体」があるからではない
だろうか。「団体」の中でアイデンティティを再認識し、帰れる場所（「帰属意識」）ができることで、アイデ
ンティティを再構成させることが可能であるのかもしれない。今後、4世や 5世を対象にインタビュー調査を
行い、彼らにとっての「オキナワン・アイデンティティ」を実証していきたい。
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